研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　南山苑2F介護Aグループ　　職　種　　介護福祉士　　　氏　名　　中城　真琴

	期　　間　平成22年10月17日　～　平成22年　10月17日

	出張目的　第19回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞
　昨年度に引き続き、今年度も青森県長寿研究会に参加させて頂いた。他施設・他職種のケアについて学ぶことができ、自分自身のグループの研究発表も無事終了することができた。今回は寝たきりの高齢者に対し『離床アプローチから疎通性を引き出す～その人らしさを求めて～』と題し、介護度の重い利用者との関わりの希薄さの改善・疎通性を引き出すことを主な目的とし、数種類のアプローチ実施、反応分析を行った。今回の研究では、アプローチを実施するに当たり、生活歴と身体状況に着目し実施したことがきっかけとなり、普段は反応がほぼ無いと感じていたにも関わらずアプローチにより体動が活発になったり言葉を発することができる方がおられた。次に、職員自身の言動や行動では、離床について再認識しレクリエーションへの参加・見学の促しを意識するようになった、離床する意味を理解し職員自身に意欲が湧くなど変化がみられていた。今回の研究で、介護度が重く、普段閉眼していて返答がない方などもアプローチ方法を工夫することで何らかの反応があったことから、日常では反応が無い・会話が成立しないと思われていても、利用者は何かを訴えることができる・心情を感じる能力は消失せずに持っているのではないかということを学んだ。また、職員自身も何をしても反応が無いだろうという決めつけをせず、どのように接したら反応できるのかということを考え、日常のケアに組み込んでいく必要があると感じる。現在の入所者の年齢・入所待機者の6割が経管栄養であることなど考慮し、介護度の重い方に対してのコミュニケーション技術の向上、業務への離床組み込み、職員の意識統一が必要であると思われる。
他施設発表の中で興味のあったものが3例あった。

1 介護老人保健施設　ヴィラ弘前　『口腔ケアの般化が図られた症例について』　　　　　　　　　　　　　　　

言語聴覚士による発表。75歳の女性高齢者には舌苔がびっしりとついており言語訓練と共に口腔ケアを継続的に導入して衛生状態を保つというものである。この口腔ケアを実施したことで、利用者自身が自発的に口腔ケアを行うようになった、口腔内の衛生状態の保持、以前より積極的に言語訓練に参加するようになったなどの変化がみられたとのこと。また、舌の汚れや舌の状態を利用者本人と目で確認・振り返りを行ったとのこと。このことが本人に自覚させ、意欲や積極性へと繋がったのではいかと考える。2階フロアにおいても職員が口腔ケアの意味を理解するよう努め、呼びかけているが拒否な認知症による理解力の問題等あり徹底できていない現状がある。何よりも口腔内に関しては食事に関係する部分であり、高齢者にとってとても重要な部分である。誤嚥・窒息・誤嚥性肺炎など生命に関わるものから危険を回避する意味でも口腔ケアの重要性を再認識した。また、利用者が自発的に行うようになったことで、離床時間が拡大するなど日常生活全体へ影響しているとのことが自立支援の一歩であると感じ、声がけや誘導の工夫を行う必要があると感じた。
2 介護老人保健施設　ケアセンター弘前　『足の爪のトラブル改善に向けて』

　　2階フロアにおいても足のトラブルを抱え、違和感を訴える利用者様がいる。厚みのある爪、曲

っている爪など爪の状態も関係している方もおられる。この研究では、爪を長期的に観察しフットケ　　

アを実施、爪の状態の改善を目指したものであった。それにより爪をよく観察し歩行状態等よく観察するようになったとのこと。2階フロアでは主に入浴時や衣類交換時等に爪の観察を行うが、根本的に対応はできていないと思われる。何故、爪に厚みがあるのか、歩きづらくはないか、痛みはないかなど様々な見方をする意識を身につけ対応する必要があると感じる。必要であれば受診を促すなど他職種での連携も必要であると思われる。フットケアやマッサージについて専門的な知識も重要であるが、まずは足元であってもきちんと観察するよう心がけが必要であると思う。
③特別養護老人ホーム　見心園　　『日常ケアのスピーチロック』

　スピーチロックとは声がけによる拘束である。「座っていてください。」「ちょっと待ってください。」という言葉もある意味では拘束に当てはまるものである。自分自身の日常ケアを振り返ってみると、何気なく「座っていて下さい」と使っていることが多々ある。立位する理由は確認するも、その行動に対応できる人員やタイミングによりつい使ってしまっている。本来であれば、誰でもやりたいことをやり、行きたいところに行くものであるが、転倒等のリスクがある方などは職員の見守りがかかせない。しかし、自分がもし座るよう声を掛けられたら受け入れることに容易ではなく自由を奪われている気分になると思う。スピーチロックとは、とても身近な存在であるが、極力使用せず利用者様に接していかなければならないと考える。その為には、人員配置や連携等必要になってくると思われる。

①『口腔ケアの般化が図られた症例について』

介護老人保健施設　ヴィラ弘前

　(目的)　言語訓練

　　　　　口腔ケア実施にて、口腔衛生状態の改善と般化を図る

　(対象)　75歳　女性　介護度1　統合失調症　自歯・義歯なし

　(方法)　①口腔内清拭　②マッサージ　③ブラッシング

　(使用物品)　レモン水　不織布ガーゼ　ブラシ
　(結果)　・口腔衛生状態の改善がみられ、般化がみられた。

· 舌苔、粘性の減少、嚥下機能の改善が認められた。

· 自発的な口腔ケアが行われ、離床時間の拡大や訓練意欲の向上へと繋がった。

②『足の爪のトラブル改善に向けて』

介護老人保健施設　ケアセンター弘前

　(目的)　足の爪のトラブル改善

　　　　　爪の形状の正常化

　　　　　ケア方法の統一

　(対象)　足に肥厚、かん入爪のトラブルを持った入所者

　(方法)　ケア間隔　3週間　1回30分

1 足と爪の観察

2 即浴と包み拭き(39℃のお湯に5分　紙タオル使用)

3 足指とその周囲の消毒(菌を眠らせ角質を柔らかくする)

4 角質の除去(歯ブラシ・石鹸水)

5 爪きり

6 仕上げ磨き(やすり使用)

　(結果)　・対象者1名は爪の大きさ、形状が正常範囲となり違和感や疼痛の訴えがきかれなくなった。

· 他対象者は現在観察中であるが、色や形状に少しずつ変化がみられてきている。

③『日常ケアのスピーチロック』

特別養護老人ホーム　見心園

　(目的)　身体拘束排除に向けて活動を続けているが、安全を優先するために利用者が自由に行動することを制限する声がけや、業務優先になるつつある日常に疑問を持ち、スピーチロックについて研修へと参加した。

　(方法)　①介護職員へ日常の声がけについてアンケート調査実施

2 全職員対象にスピーチロックについての研修会実施

3 再度アンケート調査し意識変化を読み取る

　(結果)　・研修会後の1ヵ月のアンケートでは、

　　　　　　「業務や事故防止のために強い口調になっている。」

　　　　　　「他職員の声がけをきいても注意できない」等の意見があった。

　　　　　・今回の研修により、スピーチロックについての理解を深め具体的な対応策について検討している。
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